
10

20

JP 7241452 B2 2023.3.17

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7241452号

(P7241452)
(24)登録日　令和5年3月9日(2023.3.9)(45)発行日　令和5年3月17日(2023.3.17)

(54)【発明の名称】　平衡振動システム

(51)国際特許分類
　   Ｈ０４Ｒ 11/02 (2006.01)

ＦＩ
　Ｈ０４Ｒ 11/02 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2021-564346(P2021-564346)
(86)(22)出願日　 令和1年10月11日(2019.10.11)
(65)公表番号　 特表2022-524229(P2022-524229 

A)
(43)公表日　 令和4年4月28日(2022.4.28)
(86)国際出願番号　 PCT/CN2019/110531
(87)国際公開番号　 WO2020/228229
(87)国際公開日　 令和2年11月19日(2020.11.19)

審査請求日　 令和3年10月27日(2021.10.27)
(31)優先権主張番号　201910396055.1      
(32)優先日　 令和1年5月14日(2019.5.14)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

中国(CN)
早期審査対象出願

(73)特許権者　 521471729
潘  国昌
ＰＡＮ，  Ｇｕｏｃｈａｎｇ
中国山東省寿光市聖城街道正陽路７００ 
号
Ｎｏ．  ７００  Ｚｈｅｎｇｙａｎｇ  Ｒ 
ｏａｄ，  Ｈｏｌｙ  Ｃｉｔｙ  Ｓｔｒｅ 
ｅｔ  Ｓｈｏｕｇｕａｎｇ，  Ｓｈａｎｄ 
ｏｎｇ  ２６２７０１，  Ｃｈｉｎａ

(74)代理人　 110002262
ＴＲＹ国際弁理士法人

(72)発明者　 潘  国昌
中国山東省寿光市聖城街道正陽路７００ 
号

審査官　 堀  洋介
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト と 、 振 動 ユ ニ ッ ト と 、 ハ ウ ジ ン グ と を 含 む 平 衡 振 動 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト お よ び 振 動 ユ ニ ッ ト は 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に 位 置 し 、 振 動 ユ ニ ッ ト は  
、 平 衡 コ ア お よ び 振 動 板 を 含 み 、
　 平 衡 コ ア は 、 ハ ウ ジ ン グ に 可 動 的 に 接 続 さ れ 、 振 動 板 は 、 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 さ れ 、 平 衡  
コ ア は 、 振 動 板 を 運 動 さ せ る よ う に 駆 動 す る こ と が 可 能 で あ り 、
　 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト は 、 磁 気 回 路 コ イ ル お よ び ２ つ の 磁 石 セ ッ ト を 含 み 、 磁 気 回 路 コ イ ル  
は 、 平 衡 コ ア の 外 部 に 周 回 さ れ 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト は 、 平 衡 コ ア の 軸 線 方 向 の 両 端 に そ れ  
ぞ れ 位 置 し 、
　 各 々 の 磁 石 セ ッ ト は 、 ２ つ の 磁 石 を 含 み 、 同 一 の 磁 石 セ ッ ト に お け る ２ つ の 磁 石 は 、 平  
衡 コ ア の 両 側 に 対 向 し て 配 置 さ れ 、
　 磁 気 回 路 コ イ ル に 通 電 し た 状 態 に お い て 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト か ら 平 衡 コ ア に 与 え ら れ る  
磁 力 の 方 向 が 同 じ で あ り 、
　 平 衡 コ ア を 間 に 挟 ん で 平 衡 コ ア の 長 手 方 向 の 両 側 に 、 一 対 の 弾 性 部 材 が 設 け ら れ て お り  
、 各 々 の 弾 性 部 材 は 、 一 端 が 平 衡 コ ア に 接 続 さ れ る と と も に 他 端 が ハ ウ ジ ン グ に 接 続 さ れ  
て お り 、 平 衡 コ ア と 一 対 の 弾 性 部 材 と は 一 体 的 に 形 成 さ れ て お り 、
　 接 続 部 材 を さ ら に 含 み 、 接 続 部 材 は 、 一 端 が 平 衡 コ ア の 長 手 方 向 の 中 間 点 に 固 定 接 続 さ  
れ る と と も に 他 端 が 振 動 板 に 固 定 接 続 さ れ て お り 、
前 記 磁 気 回 路 コ イ ル は ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル か ら な り 、 前 記 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル は 、 前  

請求項の数　7　（全9頁）
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記 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト の 互 い に 対 向 し ま た は 反 対 す る 側 に そ れ ぞ れ 位 置 し 、 前 記 ２ 組 の 磁 気  
回 路 コ イ ル に お け る 各 々 の 磁 気 回 路 コ イ ル の 対 応 す る 端 部 が そ れ と 隣 接 す る 磁 石 セ ッ ト に  
固 定 接 続 さ れ 、 前 記 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル は 、 同 期 的 に 通 電 お よ び 停 電 が 行 わ れ 、 通 電 し  
た 状 態 に お い て 、 前 記 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト に よ る 前 記 平 衡 コ ア へ の 作 用 力 の 方 向 が 同 時 に 上  
方 へ 向 か い ま た は 同 時 に 下 方 へ 向 か い 、 前 記 平 衡 コ ア に よ っ て 前 記 振 動 板 を 上 下 に 振 動 さ  
せ る
　 こ と を 特 徴 と す る 平 衡 振 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 平 衡 振 動 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 平 衡 コ ア は 、 前 記 中 間 点 の 一 点 に お い て の み 、 接 続 部 材 に よ っ て 振 動 板 に 固 定 接 続 さ れ  
て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 平 衡 振 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 平 衡 振 動 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 同 一 の 磁 石 セ ッ ト に お け る ２ つ の 磁 石 の 互 い に 対 向 す る 一 端 の 磁 極 は 、 逆 と な っ て い る  
、 こ と を 特 徴 と す る 平 衡 振 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 平 衡 振 動 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 そ の う ち の 一 方 の 磁 石 セ ッ ト に お け る ２ つ の 磁 石 の 間 の 磁 界 の 方 向 は 、 他 方 の 磁 石 セ ッ  
ト に お け る ２ つ の 磁 石 の 間 の 磁 界 の 方 向 と は 逆 方 向 と な っ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 平 衡  
振 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 平 衡 振 動 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 磁 気 回 路 コ イ ル に 通 電 し な い 状 態 に お い て 、 平 衡 コ ア は 、 弾 性 部 材 に よ っ て 磁 気 回 路 ユ  
ニ ッ ト の 中 心 位 置 に 保 持 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 平 衡 振 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 平 衡 振 動 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 支 持 体 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 支 持 体 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に 固 定 さ れ 、
　 全 て の 磁 石 は 、 支 持 体 に 取 り 付 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 平 衡 振 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 平 衡 振 動 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 弾 性 部 材 は 、 バ ネ ま た は バ ネ 板 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 平 衡 振 動 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 振 動 の 技 術 分 野 に 関 し 、 具 体 的 に 平 衡 振 動 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 振 動 シ ス テ ム は 、 原 理 か ら ２ 種 類 に 分 け ら れ 、 そ の う ち の １ 種 と し て 、 磁 気 回 路  
コ イ ル が 振 動 す る こ と に よ っ て 振 動 板 を 振 動 さ せ て 発 音 さ せ る と い っ た コ イ ル 可 動 型 の も  
の で あ り 、 も う 一 種 と し て 、 磁 気 回 路 コ イ ル が 動 か ず 、 コ イ ル の 中 心 に お け る 平 衡 コ ア の  
一 端 が 振 動 す る こ と に よ っ て 振 動 板 を 振 動 さ せ て 発 音 さ せ る と い っ た コ ア 可 動 型 の も の で  
あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の コ ア 可 動 型 は 、 磁 気 回 路 コ イ ル の 中 心 に お け る 平 衡 コ ア の 一 端 が コ イ ル 電 流 の 変  
化 に 起 因 す る 磁 性 の 変 化 に よ っ て 磁 界 に お い て 振 動 す る よ う に な っ て お り 、 平 衡 コ ア は 、  
そ の 一 端 が 振 動 す る が 他 端 が 固 定 さ れ る た め 、 こ の よ う に 一 端 が 固 定 さ れ る が 他 端 が 振 動  
す る よ う な 弾 性 カ ン チ レ バ ー が 形 成 さ れ 、 こ の 場 合 、 振 動 端 が 振 動 で き る た め に 平 衡 コ ア  
の 弾 性 応 力 を 克 服 し な け れ ば な ら な い た め 、 エ ネ ル ギ ー 損 失 を 引 き 起 こ し 、 か つ 、 振 動 が  
完 全 に コ イ ル 電 流 、 す な わ ち 電 気 信 号 の 要 求 に 応 じ て 発 生 す る こ と が で き ず 、 歪 み が 発 生  
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し て し ま い 、 不 平 衡 な 振 動 シ ス テ ム と な る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 先 行 技 術 の 不 足 に 対 し て な さ れ た も の で あ り 、 信 号 変 換 効 率 が 低 く 、  
エ ネ ル ギ ー 損 失 が 大 き く 、 片 側 振 動 に 起 因 し て 歪 み が 発 生 す る 問 題 を 解 決 で き る 平 衡 振 動  
シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 以 下 の よ う な 技 術 手 段 を 講 じ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト と 、 振 動 ユ ニ ッ ト と 、 ハ ウ ジ ン グ と を 含 む 平 衡 振 動 シ ス テ ム で あ っ て  
、 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト お よ び 振 動 ユ ニ ッ ト は 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に 位 置 し 、 振 動 ユ ニ ッ ト は  
、 平 衡 コ ア お よ び 振 動 板 を 含 み 、 平 衡 コ ア は 、 ハ ウ ジ ン グ に 可 動 的 に 接 続 さ れ る 。 振 動 板  
は 、 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 さ れ 、 平 衡 コ ア は 、 振 動 板 を 運 動 さ せ る よ う に 駆 動 す る こ と が 可 能  
で あ る 。 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト は 、 磁 気 回 路 コ イ ル お よ び ２ つ の 磁 石 セ ッ ト を 含 み 、 磁 気 回 路  
コ イ ル は 、 平 衡 コ ア の 外 部 に 周 回 さ れ 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト は 、 平 衡 コ ア の 軸 線 方 向 の 両 端  
に そ れ ぞ れ 位 置 す る 。 各 々 の 磁 石 セ ッ ト は 、 ２ つ の 磁 石 を 含 み 、 同 一 の 磁 石 セ ッ ト に お け  
る ２ つ の 磁 石 は 、 平 衡 コ ア の 両 側 に 対 向 し て 配 置 さ れ る 。 磁 気 回 路 コ イ ル に 通 電 し た 状 態  
に お い て 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト か ら 平 衡 コ ア に 与 え ら れ る 磁 力 の 方 向 が 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 磁 気 回 路 コ イ ル は 、 １ 組 で あ り 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト の 間 に 位 置 し 、 該  
組 の 磁 気 回 路 コ イ ル の 両 端 が ２ つ の 磁 石 セ ッ ト に そ れ ぞ れ 固 定 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 磁 気 回 路 コ イ ル は 、 ２ 組 で あ り 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト の 互 い に 対 向 し ま  
た は 反 対 す る 側 に そ れ ぞ れ 位 置 し 、 各 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル の 対 応 す る 端 部 が そ れ と 隣 接 す  
る 磁 石 セ ッ ト に 固 定 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 振 動 ユ ニ ッ ト は 、 接 続 部 材 を さ ら に 含 み 、 接 続 部 材 は 、 そ の 一 端 が 平 衡 コ  
ア に 固 定 接 続 さ れ る と と も に 、 他 端 が 振 動 板 に 固 定 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 平 衡 コ ア と 振 動 板 と は 一 体 構 造 と な っ て お り 、 振 動 板 の 辺 縁 は 、 ハ ウ ジ ン  
グ に 固 定 接 続 さ れ 、 前 記 平 衡 コ ア は 、 振 動 板 を 上 下 に 振 動 さ せ て 発 音 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 同 一 の 磁 石 セ ッ ト に お け る ２ つ の 磁 石 の 互 い に 対 向 す る 一 端 の 磁 極 は 、 逆  
と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 そ の う ち の 一 方 の 磁 石 セ ッ ト に お け る ２ つ の 磁 石 の 間 の 磁 界 の 方 向 は 、 他  
方 の 磁 石 セ ッ ト に お け る ２ つ の 磁 石 の 間 の 磁 界 の 方 向 と は 逆 方 向 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 平 衡 コ ア は 、 弾 性 部 材 に よ っ て ハ ウ ジ ン グ に 接 続 さ れ 、 磁 気 回 路 コ イ ル に  
通 電 し な い 状 態 に お い て 、 平 衡 コ ア は 、 弾 性 部 材 に よ っ て 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト の 中 心 位 置 に  
保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 支 持 体 を さ ら に 含 み 、 前 記 支 持 体 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に 固 定 さ れ 、 全 て  
の 磁 石 は 、 支 持 体 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 弾 性 部 材 は 、 バ ネ ま た は バ ネ 板 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 平 衡 コ ア は 、 透 磁 性 材 料 で 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 動 作 原 理 は 、 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 平 衡 コ ア が 透 磁 性 材 料 で 形 成 さ れ る の で 、 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト の 磁 気 回 路 コ イ ル に 電 気 信  
号 を 通 過 し た 後 、 平 衡 コ ア が 磁 化 さ れ て 、 平 衡 コ ア の 両 端 に 磁 極 が 発 生 さ れ 、 そ し て 、 平  
衡 コ ア の 両 端 が ２ つ の 磁 石 セ ッ ト 内 に そ れ ぞ れ 位 置 し 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト が 平 衡 コ ア の 両  
端 に 大 き さ が 同 じ で あ っ て か つ 方 向 が 同 じ で あ る 磁 力 作 用 を 印 加 し 、 平 衡 コ ア は 、 ２ つ の  
磁 石 セ ッ ト の 磁 力 作 用 お よ び 電 気 信 号 の 変 化 に よ っ て 、 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト の 中 心 周 り に 全  
体 的 に 振 動 す る こ と に よ り 、 振 動 板 を 振 動 さ せ て 発 音 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の よ う な 技 術 手 段 を 採 用 す る こ と に よ り 、 本 発 明 は 、 以 下 の よ う な 有 益 な 効 果 を 達  
成 で き る 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 先 行 技 術 に 比 べ て 、 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト お よ び 振 動 ユ ニ ッ  
ト に よ っ て 平 衡 コ ア 全 体 の 振 動 を 実 現 す る 平 衡 振 動 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 信  
号 変 換 効 率 が よ り 高 く な り 、 消 費 電 力 が 低 減 さ れ 、 片 側 振 動 に よ る 歪 み が 消 去 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 平 衡 振 動 シ ス テ ム の 第 １ 実 施 形 態 の 構 造 原 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 平 衡 振 動 シ ス テ ム の 第 ２ 実 施 形 態 の 構 造 原 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 平 衡 振 動 シ ス テ ム の 第 ３ 実 施 形 態 の 構 造 原 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 平 衡 振 動 シ ス テ ム の 第 ４ 実 施 形 態 の 構 造 原 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 平 衡 振 動 シ ス テ ム の 第 ５ 実 施 形 態 の 構 造 原 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 平 衡 振 動 シ ス テ ム の 第 ６ 実 施 形 態 の 構 造 原 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 対 し て 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ＜ 実 施 例 １ ＞
　 図 １ を 参 照 し て 、 平 衡 振 動 シ ス テ ム は 、 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ と 、 振 動 ユ ニ ッ ト ２ と 、 ハ  
ウ ジ ン グ ３ と を 含 み 、 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ お よ び 振 動 ユ ニ ッ ト ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 内 部  
に 位 置 し 、 前 記 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 固 定 さ れ 、 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト ２ は  
、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 弾 性 的 に 接 続 さ れ 、 振 動 ユ ニ ッ ト ２ が 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ の 磁 界 の 変 化  
に 伴 っ て 振 動 す る こ と に よ っ て 振 動 を 実 現 す る も の で あ る 。 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ は 、 １ 組  
の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ お よ び ２ つ の 磁 石 セ ッ ト を 含 み 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト は 、 １ 組 の 磁 気  
回 路 コ イ ル １ １ の 軸 線 方 向 の 左 右 両 端 に そ れ ぞ れ 位 置 し 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 両 端 は 、  
そ の 左 右 両 端 に あ る 磁 石 セ ッ ト に そ れ ぞ れ 固 定 接 続 さ れ 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の ２ つ の 配  
線 接 続 端 は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 固 定 さ れ 、 導 線 を 介 し て 信 号 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 磁 気  
回 路 コ イ ル １ １ は 、 電 磁 変 換 の 法 則 に 応 じ て 、 印 加 さ れ る 信 号 電 流 の 大 き さ お よ び 方 向 の  
変 化 に 伴 っ て 、 磁 界 強 度 お よ び 方 向 が 変 化 す る 誘 導 磁 界 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト ２ は 、 平 衡 コ ア ２ １ お よ び 振 動 板 ２ ２ を 含 み 、 前 記 平 衡 コ ア ２ １ は 、  
透 磁 性 材 料 で 形 成 さ れ 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 内 部 に 設 け ら れ る と と も に 、 そ の 左 右 両 端  
が ２ つ の 磁 石 セ ッ ト に そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ る 。 各 磁 石 セ ッ ト は 、 第 １ 磁 石 １ ２ と 第 ２ 磁 石 １  
３ と の ２ つ の 磁 石 を 含 み 、 同 一 の 磁 石 セ ッ ト に お け る 第 １ 磁 石 １ ２ お よ び 第 ２ 磁 石 １ ３ は  
、 平 衡 コ ア ２ １ の 両 側 に 対 向 し て 配 置 さ れ る 。 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ は 、 支 持 体 を さ ら に 含  
み 、 前 記 支 持 体 は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 内 部 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 全 て の 磁 石 は 支 持 体 に  
固 定 さ れ る 。 同 一 の 磁 石 セ ッ ト に お け る 第 １ 磁 石 １ ２ お よ び 第 ２ 磁 石 １ ３ の 互 い に 近 接 す  
る 一 端 の 磁 極 が 逆 と な っ て お り 、 第 １ 磁 石 １ ２ と 第 ２ 磁 石 １ ３ と の 間 の 磁 力 線 は い ず れ も  
磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 軸 線 に 垂 直 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 具 体 的 に は 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 左 端 に 位 置 す る 磁 石 セ ッ ト に お け る 第 １ 磁 石 １ ２ の  
磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 軸 線 に 近 接 す る 一 端 は Ｎ 極 で あ り 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 左 端 に 位  
置 す る 磁 石 セ ッ ト に お け る 第 ２ 磁 石 １ ３ の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 軸 線 に 近 接 す る 一 端 は Ｓ  
極 で あ り 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 右 端 に 位 置 す る 磁 石 セ ッ ト に お け る 第 １ 磁 石 １ ２ の 磁 気  
回 路 コ イ ル １ １ の 軸 線 に 近 接 す る 一 端 は Ｓ 極 で あ り 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 右 端 に 位 置 す  
る 磁 石 セ ッ ト に お け る 第 ２ 磁 石 １ ３ の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 軸 線 に 近 接 す る 一 端 は Ｎ 極 で  
あ る 。 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 左 端 に 位 置 す る 磁 石 セ ッ ト に お け る ２ つ の 磁 石 の 間 の 磁 界 方  
向 は 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 右 端 に 位 置 す る 磁 石 セ ッ ト に お け る ２ つ の 磁 石 の 間 の 磁 界 方  
向 と は 逆 方 向 と な っ て お り 、 具 体 的 に は 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 左 端 に あ る 第 １ 磁 石 １ ２  
と 第 ２ 磁 石 １ ３ と の 間 の 磁 界 方 向 は 、 第 １ 磁 石 １ ２ か ら 第 ２ 磁 石 １ ３ へ 向 か う 方 向 で あ り  
、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 右 端 に あ る 第 １ 磁 石 １ ２ と 第 ２ 磁 石 １ ３ と の 間 の 磁 界 方 向 は 、 第  
２ 磁 石 １ ３ か ら 第 １ 磁 石 １ ２ へ 向 か う 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 平 衡 コ ア ２ １ の 両 端 は 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト か ら 外 側 に 伸 出 さ れ 、 弾 性 部 材 に よ っ て  
ハ ウ ジ ン グ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 磁 気 回 路 コ イ ル に 通 電 し な い 状 態 に お い て 、 平 衡 コ ア が  
弾 性 部 材 に よ っ て 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト の 中 心 位 置 に 保 持 さ れ て 、 弾 性 部 材 に よ っ て ハ ウ ジ ン  
グ ３ に 接 続 さ れ る 。 弾 性 部 材 は 、 バ ネ 板 ２ ３ を 採 用 し 、 前 記 バ ネ 板 ２ ３ は 、 ２ 組 存 在 す る  
こ と が 好 ま し い 。 平 衡 コ ア ２ １ の 一 端 は 、 １ 組 の バ ネ 板 ２ ３ に よ っ て ハ ウ ジ ン グ ３ に 可 動  
的 に 接 続 さ れ 、 バ ネ 板 ２ ３ は 、 そ の 一 端 が 平 衡 コ ア ２ １ に 固 定 接 続 さ れ る と と も に 、 他 端  
が ハ ウ ジ ン グ ３ に 固 定 接 続 さ れ る 。 前 記 弾 性 部 材 は 、 バ ネ 板 ２ ３ に 限 定 さ れ ず 、 バ ネ ま た  
は 他 の 形 式 の 弾 性 構 造 を 採 用 し て も よ い 。 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ に 通 電 し な い 状 態 に お い て  
、 平 衡 コ ア ２ １ が ２ 組 の バ ネ 板 ２ ３ に よ っ て 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ の 中 心 位 置 に 保 持 さ れ 、  
平 衡 コ ア ２ １ の 重 量 は 、 無 視 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 平 衡 コ ア ２ １ は 、 磁 気 回 路  
コ イ ル １ １ の 軸 線 位 置 で あ っ て か つ 第 １ 磁 石 １ ２ と 第 ２ 磁 石 １ ３ と の 中 間 位 置 に 保 持 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト ２ は 、 接 続 部 材 ２ ４ を さ ら に 含 み 、 接 続 部 材 ２ ４ は 、 そ の 一 端 が 平 衡  
コ ア ２ １ の 中 間 部 に 固 定 接 続 さ れ る と と も に 、 他 端 が 振 動 板 ２ ２ に 固 定 接 続 さ れ る 。 従 来  
の コ ア 可 動 型 の 振 動 板 と 同 様 に 、 振 動 板 ２ ２ の 辺 縁 は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 直 接 的 に 接 着 さ れ  
、 ま た は 他 の 可 能 な 方 法 で ハ ウ ジ ン グ ３ に 固 定 接 続 さ れ る 。 平 衡 コ ア ２ １ は 、 変 化 す る 磁  
力 を 受 け て 全 体 的 に 振 動 し 、 そ の 振 動 が 接 続 部 材 ２ ４ に よ っ て 振 動 板 ２ ２ に 伝 達 さ れ 、 振  
動 板 ２ ２ を 振 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 平 衡 振 動 シ ス テ ム の 動 作 原 理 と し て 、 平 衡 コ ア ２ １ が 透 磁 性 材 料 で あ る の で 、 磁 気  
回 路 ユ ニ ッ ト １ の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ に 電 気 信 号 を 通 過 し た 後 、 平 衡 コ ア ２ １ が 磁 化 さ れ  
、 平 衡 コ ア ２ １ の 両 端 に 互 い に 逆 と な る 磁 極 （ 例 え ば 、 左 端 が Ｓ 極 で あ り 、 右 端 が Ｎ 極 で  
あ り 、 ま た は こ れ と 逆 で あ る ） が 発 生 さ れ 、 そ し て 、 平 衡 コ ア ２ １ の 両 端 が 、 磁 界 方 向 が  
逆 方 向 と な る ２ つ の 磁 石 セ ッ ト 内 に そ れ ぞ れ 位 置 し て い る の で 、 平 衡 コ ア ２ １ の 両 端 に 大  
き さ が 同 じ で あ っ て か つ 方 向 が 同 じ で あ る 磁 力 作 用 が 与 え ら れ 、 平 衡 コ ア ２ １ が ２ つ の 磁  
石 セ ッ ト の 磁 力 作 用 に よ っ て 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ の 中 心 周 り に 全 体 的 に 振 動 す る こ と に よ  
り 、 振 動 板 ２ ２ を 振 動 さ せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ＜ 実 施 例 ２ ＞
　 図 ２ を 参 照 し て 、 平 衡 振 動 シ ス テ ム は 、 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ と 、 振 動 ユ ニ ッ ト ２ と 、 ハ  
ウ ジ ン グ ３ と を 含 み 、 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ お よ び 振 動 ユ ニ ッ ト ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 内 部  
に 位 置 し 、 前 記 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 固 定 さ れ 、 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト ２ は  
、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 弾 性 的 に 接 続 さ れ 、 振 動 ユ ニ ッ ト ２ が 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ の 磁 界 の 変 化  
に 伴 っ て 振 動 す る こ と に よ っ て 振 動 を 実 現 す る も の で あ る 。 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ は 、 １ つ  
の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ お よ び ２ つ の 磁 石 セ ッ ト を 含 み 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト は 、 磁 気 回 路 コ  
イ ル １ １ の 軸 線 方 向 の 左 右 両 端 に そ れ ぞ れ 位 置 し 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 両 端 は 、 そ の 左  
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右 両 端 に 位 置 す る 磁 石 セ ッ ト に そ れ ぞ れ 固 定 接 続 さ れ 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の ２ つ の 配 線  
接 続 端 は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 固 定 さ れ 、 導 線 を 介 し て 信 号 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 磁 気 回  
路 コ イ ル １ １ は 、 電 磁 変 換 の 法 則 に 応 じ て 、 印 加 さ れ る 信 号 電 流 の 大 き さ お よ び 方 向 の 変  
化 に 伴 っ て 、 磁 界 強 度 お よ び 方 向 が 変 化 す る 誘 導 磁 界 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 振 動 ユ ニ ッ ト ２ は 、 平 衡 コ ア ２ １ お よ び 振 動 板 ２ ２ を 含 み 、 前 記 平 衡 コ ア ２ １ は 、  
透 磁 性 材 料 で 形 成 さ れ 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 内 部 に 設 け ら れ る と と も に 、 そ の 左 右 両 端  
が ２ つ の 磁 石 セ ッ ト に そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ る 。 各 磁 石 セ ッ ト は 、 第 １ 磁 石 １ ２ と 第 ２ 磁 石 １  
３ と の ２ つ の 磁 石 を 含 み 、 同 一 の 磁 石 セ ッ ト に お け る 第 １ 磁 石 １ ２ お よ び 第 ２ 磁 石 １ ３ は  
、 平 衡 コ ア ２ １ の 両 側 に 対 向 し て 配 置 さ れ る 。 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ は 、 支 持 体 を さ ら に 含  
み 、 前 記 支 持 体 は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 内 部 に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ 、 全 て の 磁 石 は 、 支 持 体  
に 固 定 さ れ る 。 同 一 の 磁 石 セ ッ ト に お け る 第 １ 磁 石 １ ２ お よ び 第 ２ 磁 石 １ ３ の 互 い に 近 接  
す る 一 端 の 磁 極 が 逆 と な っ て お り 、 第 １ 磁 石 １ ２ と 第 ２ 磁 石 １ ３ と の 間 の 磁 力 線 は 、 磁 気  
回 路 コ イ ル １ １ の 軸 線 に 垂 直 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 具 体 的 に は 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 左 端 に 位 置 す る 磁 石 セ ッ ト に お け る 第 １ 磁 石 １ ２ の  
磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 軸 線 に 近 接 す る 一 端 は Ｎ 極 で あ り 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 左 端 に 位  
置 す る 磁 石 セ ッ ト に お け る 第 ２ 磁 石 １ ３ の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 軸 線 に 近 接 す る 一 端 は Ｓ  
極 で あ り 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 右 端 に 位 置 す る 磁 石 セ ッ ト に お け る 第 １ 磁 石 １ ２ の 磁 気  
回 路 コ イ ル １ １ の 軸 線 に 近 接 す る 一 端 は Ｓ 極 で あ り 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 右 端 に 位 置 す  
る 磁 石 セ ッ ト に お け る 第 ２ 磁 石 １ ３ の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 軸 線 に 近 接 す る 一 端 は Ｎ 極 で  
あ る 。 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 左 端 に 位 置 す る 磁 石 セ ッ ト に お け る ２ つ の 磁 石 の 間 の 磁 界 方  
向 は 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 右 端 に 位 置 す る 磁 石 セ ッ ト に お け る ２ つ の 磁 石 の 間 の 磁 界 方  
向 と は 逆 方 向 と な っ て お り 、 具 体 的 に は 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 左 端 に あ る 第 １ 磁 石 １ ２  
と 第 ２ 磁 石 １ ３ と の 間 の 磁 界 方 向 は 、 第 １ 磁 石 １ ２ か ら 第 ２ 磁 石 １ ３ へ 向 か う 方 向 で あ り  
、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 右 端 に あ る 第 １ 磁 石 １ ２ と 第 ２ 磁 石 １ ３ と の 間 の 磁 界 方 向 は 、 第  
２ 磁 石 １ ３ か ら 第 １ 磁 石 １ ２ へ 向 か う 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 振 動 板 ２ ２ の 中 間 部 は 、 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ の 内 部 で あ っ て か つ 第 １ 磁 石 １ ２ と 第 ２ 磁  
石 １ ３ と の 間 に 位 置 し 、 振 動 板 ２ ２ と 平 衡 コ ア ２ １ と は 一 体 構 造 に 構 成 さ れ 、 当 該 一 体 構  
造 は 、 実 施 例 １ に お け る 平 衡 コ ア ２ １ お よ び 振 動 板 ２ ２ と 同 様 な 機 能 を 有 し 、 そ の 辺 縁 が  
ハ ウ ジ ン グ に 固 定 接 着 さ れ 、 平 衡 コ ア ２ １ が 磁 力 を 受 け て 全 体 的 に 振 動 す る と き に 、 振 動  
板 ２ ２ が 平 衡 コ ア ２ １ に 伴 っ て 振 動 す る 。 平 衡 コ ア ２ １ の 重 量 は 、 無 視 す る こ と が で き 、  
磁 気 回 路 コ イ ル １ １ に 通 電 し な い 状 態 に お い て 、 振 動 板 ２ ２ は 、 平 衡 コ ア ２ １ を 磁 気 回 路  
コ イ ル １ １ の 軸 線 位 置 で あ っ て か つ 第 １ 磁 石 １ ２ と 第 ２ 磁 石 １ ３ と の 中 間 位 置 に 保 持 さ せ  
る 。 実 施 例 ２ に お け る 平 衡 振 動 シ ス テ ム の 構 造 に よ れ ば 、 平 衡 振 動 シ ス テ ム 全 体 の 厚 さ を  
小 さ く し 、 製 造 さ れ た 製 品 の 体 積 小 型 化 の 要 求 を 満 足 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ＜ 実 施 例 ３ ＞
　 図 ３ お よ び 図 ４ を 参 照 す る と 、 実 施 例 ３ は 、 実 施 例 １ と は 原 理 が 同 様 で あ り 、 構 造 が 基  
本 的 に 同 様 で あ る が 、 実 施 例 １ の 構 造 と 比 べ て 、 実 施 例 ３ に お け る 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ は  
、 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ を 含 み 、 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ は 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト の  
対 向 す る 側 に そ れ ぞ れ 位 置 し 、 す な わ ち 、 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ は 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ  
ト の 間 に 位 置 し 、 そ れ ら の 互 い に 離 れ る 一 端 が 対 応 す る 磁 石 セ ッ ト に 固 定 接 続 さ れ る と い  
う 点 で 異 な っ て い る （ 図 ３ を 参 照 ） 。 ま た 、 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ は 、 ２ つ の 磁 石 セ  
ッ ト の 反 対 す る 側 に そ れ ぞ れ 位 置 し 、 す な わ ち 、 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ は 、 ２ つ の 磁  
石 セ ッ ト の 外 側 に 位 置 し 、 そ れ ら の 互 い に 対 向 す る 一 端 が 対 応 す る 磁 石 セ ッ ト に 固 定 接 続  
さ れ て も よ い （ 図 ４ を 参 照 ） 。 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ は 、 同 期 に 通 電 お よ び 停 電 を 行  
い 、 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ に 通 電 し た 状 態 に お い て 、 平 衡 コ ア ２ １ は 、 ２ つ の 磁 石 セ  
ッ ト に 対 応 す る 位 置 に 互 い に 逆 と な る 磁 極 が 発 生 さ れ 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト に よ る 平 衡 コ ア  
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２ １ へ の 作 用 力 の 方 向 は 常 に 一 致 し 、 同 時 に 上 方 へ 向 か い 、 ま た は 同 時 に 下 方 へ 向 か い 、  
平 衡 コ ア ２ １ に よ っ て 振 動 板 ２ ２ を 上 下 に 振 動 さ せ る 。 実 施 例 ３ で 採 用 し て い る ２ 組 の 磁  
気 回 路 コ イ ル １ １ の 配 置 方 式 は 、 実 施 例 １ の 構 造 の 変 形 に 属 し 、 そ の 効 果 が 実 施 例 １ と 同  
様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ＜ 実 施 例 ４ ＞
　 図 ５ お よ び 図 ６ を 参 照 す る と 、 実 施 例 ４ は 、 実 施 例 ２ と は 原 理 が 同 様 で あ り 、 構 造 が 基  
本 的 に 同 様 で あ る が 、 実 施 例 ２ の 構 造 と 比 べ て 、 実 施 例 ４ に お け る 磁 気 回 路 ユ ニ ッ ト １ は  
、 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ を 含 み 、 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ は 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト の  
対 向 す る 側 に そ れ ぞ れ 位 置 し 、 す な わ ち 、 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ は 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ  
ト の 間 に 位 置 し 、 そ れ ら の 互 い に 離 れ る 一 端 が 対 応 す る 磁 石 セ ッ ト に 固 定 接 続 さ れ る と い  
う 点 で 異 な っ て い る （ 図 ５ を 参 照 ） 。 ま た 、 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ は 、 ２ つ の 磁 石 セ  
ッ ト の 反 対 す る 側 に そ れ ぞ れ 位 置 し 、 す な わ ち 、 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ は 、 ２ つ の 磁  
石 セ ッ ト の 外 側 に 位 置 し 、 そ れ ら の 互 い に 対 向 す る 一 端 が 対 応 す る 磁 石 セ ッ ト に 固 定 接 続  
さ れ て も よ い （ 図 ４ を 参 照 ） 。 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ は 、 同 期 に 通 電 お よ び 停 電 を 行  
い 、 ２ 組 の 磁 気 回 路 コ イ ル １ １ に 通 電 し た 状 態 に お い て 、 平 衡 コ ア ２ １ は 、 ２ つ の 磁 石 セ  
ッ ト に 対 応 す る 位 置 に 互 い に 逆 と な る 磁 極 が 発 生 さ れ 、 ２ つ の 磁 石 セ ッ ト に よ る 平 衡 コ ア  
２ １ へ の 作 用 力 の 方 向 は 常 に 一 致 し 、 同 時 に 上 方 へ 向 か い 、 ま た は 同 時 に 下 方 へ 向 か い 、  
平 衡 コ ア ２ １ に よ っ て 振 動 板 ２ ２ を 上 下 に 振 動 さ せ る 。 実 施 例 ４ で 採 用 し て い る ２ 組 の 磁  
気 回 路 コ イ ル １ １ の 配 置 方 式 は 、 実 施 例 １ の 構 造 の 変 形 に 属 し 、 そ の 効 果 が 実 施 例 １ と 同  
様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に お い て 記 載 さ れ て い な い 部 分 に つ い て は 、 従 来 の 技 術 を 採 用 し 、 ま た は 参 照 す  
る こ と に よ っ て 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 「 第 １ 」 お よ び 「 第 ２ 」 等 の 用 語 は 、 単 に 説 明 す る た め の も の で あ り 、 相 対 的 な  
重 要 性 を 指 示 し ま た は 暗 示 す る と 理 解 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 明 細 書 に 記 載 さ れ た 具 体 的 な 実 施 例 は 、 本 発 明 の 精 神 を 説 明 す る た め の 例 に 過 ぎ な い  
。 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 の 技 術 者 は 、 以 上 に 説 明 し た 具 体 的 な 実 施 例 に 対 し て 、 本 発 明  
の 精 神 か ら 逸 脱 し 、 ま た は 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 定 義 さ れ た 範 囲 を 超 え る こ と な く 様 々  
な 修 正 ま た は 補 充 を 行 い 、 ま た は 類 似 す る 方 式 で 代 替 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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